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論　　文　　の　　要　　旨
　陸上移動通信に適用するアソテナシステムとして2素子LMSアダブティブアレーアソテナシステ
ムを取り上げている。アソテナ素子として，ロープロファイルで突出の少ない逆Fアソテナ素子を用
い，このアダプティブアレーアソテナシステムの陸上移動通信環境での特性解析についての研究を
行ったものである。
　第1章では，アダプティブアレーアソテナシステムの歴史，動向についての概略を述べ，陸上移動
通信の間題点と本研究の目的，意義及び本論文の概要について述べている。
　第2章では，モーメソト法を用いて理論的に又Whee1er　Cap法を用いて実験的に逆Fアソテナ素子
の効率の検討を行っている。
　第3章では，2素子LMSアダプティブアレーアソテナシステムの3次元SINRパターソ解析を理論
的に行っている。その際，パターソ・アソグル・レシオ（PAR）という新しい指数を導入し，逆Fア
ソテナ素子の間隔，方向ならびに，希望波，及び妨害波信号の入射方向，偏波，位相などをパラメー
タとして，アソテナシステムの移動通信環境での有効性について検討を行っている。無限大導体平
板，並びに有限直方導体にアソテナ素子が敢り付げてある場合それぞれについて考えており，特に，
有隈直方導体に関しては，モーメソト法と幾何光学解析理論（GTD）を，初めて，アダブティブア
レーアソテナシステムに適用し，厳密な解析を行っている。
　第4章では，陸上移動通信環境でのアダブティブアレーアソテナシステムの3次元SINRパターソ
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解析等本論文の成果について論じ，今後の問題について述べている。
　　　　　　　　　　　　　　　　審　　査　　の　　要　　旨
　逆Fアソテナ素子を用いたアダプティブアレーシステムの3次元SINRパターソ解析を行い，陸上
移動通信環境でのアレーシステムの有用性を見いだした意義は大きく，解析した内容は高く評価でき
る。
　よって，著者は工学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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